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序章







　空くう戦せんの勝敗を決めるのは忍にん耐たいだ。

　少なくとも――追おい浜はま源げん一いち郎ろうはそう考えていた。

「…………！」

　全身を押さえ付ける、激はげしい重じゅう力りょく加か速そく度ど。

　意識は風ふう防ぼう硝子ガラスの向こう側の敵てっ機きに集中していながら、血けつ液えきが脳のうから下半身へと追いやられていくのを感じる。人間の小さく非ひ力りきな心しん臓ぞうは、こんな環かん境きょう下かで働く事を前ぜん提ていには出来ていない。そもそも人は、空を飛ぶ様になど出来てはいないのだから。

　視し界かいが暗く濁にごり、細く閉じていく。

　全てが暗転したら、それで終わりだ。

　歯を食いしばり、下した腹ばらに力を入れて、遠のこうとする意識を無理矢理に引きずり戻す。

　耐たえろ。耐えろ。耐えろ。耐えろ。ここが正しょう念ねん場ばだ――そう自分に言い聞かせる。

「…………ぐッ……」

　一歩間ま違ちがえば、空中分ぶん解かいしかねない危き険けんな操そう縦じゅうである。

　だが相手が、運良く低速域での格かく闘とう戦せんに乗ってきてくれた以上、自分の乗る機体の――零れい式しき艦かん上じょう戦闘機五二型の、特性を活いかした戦い方が出来る。たとえ危険でもその一歩、いや、半歩手前で踏ふみ留とどまってみせるのが、戦闘機乗りの――否いな、戦士の真しん骨こっ頂ちょうだ。

「…………くッ……」

　風防の向こうで、敵機が少しずつ、前方へとつんのめって行くのが見えた。

　敵機の操縦士が、驚いてこちらを振り向いている様子が、それこそ手に取る様に、源一郎には分かった。脳のう裏りに、微かすかな優ゆう越えつ感かん――いや悪戯いたずらが上う手まく行った時の様な、爽そう快かい感かんを感じながら、源一郎は小さく頷うなずいた。

　青黒く、ずんぐりした胴どう体たいの敵機が、完全に零戦の前に出た。

　Ｆ６Ｆ〈ヘルキャット〉――源一郎達は『グラマン』と呼んでいる。

　手て強ごわい敵だ。いざ出会えば一いっ瞬しゅんたりとも気が抜けない。

「――ッ！」

　照しょう準じゅん器きの中――光る照準環かんが敵機の姿を捉とらえる。

　グラマンは防ぼう弾だん装そう備びの塊かたまりだ。操縦席だけでなく燃ねん料りょうタンクにまで念入りな防弾措そ置ちを講こうじてあるという。七・七ミリ機銃では当てたとしても致ち命めい傷しょうを負おわせるには至いたらないだろう。角かく度どによっては弾はじかれてしまうのを、源一郎は経験済みだった。

　ならば当然――大威い力りょくの二〇ミリ機銃の出番となる。

　だが、これは弾数が少ない上に発はっ射しゃ速度も遅おそい。五二型では命中精せい度どその他は改善されているが、気軽にばら撒まけないという意味では、零戦にとって尚なお、伝でん家かの宝ほう刀とう、切きり札ふだ、そういったものである。

　一度仕損じれば、機会は恐おそらく二度とない。

　敵機が降こう下かで増速して逃げる前に、仕留めなければならない。

　だから源一郎は、躊ちゅう躇ちょ無く左手に握にぎった発射桿かんを引いた。

「――すまん」

　そんな……呟つぶやきと共に。

　旋せん回かいして何とか源一郎の零戦を振り切ろうとしていたグラマンの、機体そのものではなくやや前方の虚こ空くうを狙ねらう様にして――斬きり付けるかの様な、一連射。

　翼つばさに命中した機銃弾が炸さく裂れつし、左さ翼よくの一部を吹き飛ばした。

　ここまでは源一郎の目もく論ろみ通り。

　だが――

「――！」

　予想以上に大きく噴ふき上がる炎ほのお。

　左翼の破は損そんと同時に、燃料槽そうに火がついたらしい。

　七・七ミリ機銃の威力では防弾燃料タンクに火をつける事は不可能だっただろう。だが二〇ミリ機銃の弾丸は焼しょう夷い徹てっ甲こう弾だんだ。大だい口こう径けいの弾だん頭とうには火か薬やくが詰つまっていて、命中と同時に炸裂する。

（早く――早く脱だっ出しゅつしろ！）

　源一郎は胸の奥でそう叫さけんでいた。

　鬼き畜ちく米べい英えい――何度も何度も上じょう官かんからそう教えられてきた。国民の多くも、大だい本ほん営えいのそんな喧けん伝でんを疑うたがう事無く信じている。奴やつ等らは自分達とは違う、悪あっ鬼きなのだと。

　だが、源一郎は何度か、捕ほ虜りょとなった米海軍の操縦士を見た事がある。

　そこに居たのは、対立する立場の敵ではあっても、同じ人間だった。飛行服の中に家族の写真を大事そうに忍しのばせているような――妻と子供の笑顔をお守まもり代わりに、戦場に出で掛かけねばならなかった、一人の男が居るだけだった。

　恐らくあの戦闘機の操縦士にも、帰りを待つ家族が居る。

　だから――

「……早くッ！」

　思わず源一郎はそう叫んでいた。

　自分の手で撃げき墜ついしておきながら、勝手な話だとは思う。だが、それでも源一郎は敵操縦士の脱出を祈いのらずにはおれない。仲間の戦闘機乗り達は、そんな源一郎の性格を『軟なん弱じゃく』と陰かげで笑っているらしいが――それでも。

　尚も旋回して逃げようとするグラマン。

　これを追いながら――止とどめを刺さすというよりも、相手の脱出を見届ける為ために――源一郎は操縦席の天蓋硝子キャノピが開くのを、そしてそこから落らっ下か傘さんを背せ負おった操縦士が飛び出すのを待った。

　だが――次の瞬間。

「――！」

　グラマンの被ひ弾だんした左翼は、中央から折れていた。

　機体は回復不能なきりもみ状態に陥おちいる。黒こく煙えんを吐はきながら、グラマンは落ちていき――そこから敵の操縦士が脱出する事は、最後まで、無かった。

「…………すまん」

　改めてそう呟く源一郎。

　彼は機を僅わずかに傾かたむけ、黒煙の尾を引いてグラマンの消えていった、青黒い海うな原ばらを見下ろし――左手で敬けい礼れいした。

「…………」

　だが、いつまでも感傷に囚とらわれている訳にはいかない。

　あの男にも恐らく家族が居た様に――自分にもまた、帰りを待つ妻と子が居る。

　是ぜが非ひでも、生きて還かえらねばならない。

　源一郎は、改めて頭を巡めぐらせ、視し線せんを周囲に走らせる。

　そして――

「――⁉」

　頭上に燦きらめく――何か。

「……しまった！」

　己の間抜けさに、源一郎はほぞをかむ思いだった。

　落ちていく敵機を眼で追うのに夢中になって、彼は頭上に占せん位いするその何か――恐らくは敵機――の存在に気付くのが遅れたのだ。

　空中戦においては、『上』を確保した方が――上方に占位した方が圧あっ倒とう的てきに有ゆう利りだ。

　つまり今の源一郎は絶体絶命、頭上の相手に生せい殺さつ与よ奪だつの権を握られているに等しい。

　急降下で振り切ろうとしても、相手がグラマンなら簡かん単たんに追いつかれる。相手は零戦の二倍近い出力の発動機エンジンを積んだ化け物だ。逃げ切れない。

「くっ……」

　源一郎は操縦桿を目一杯引くと、強引に宙ちゅう返がえりの態勢に入った。先に格闘戦で墜おとされているグラマンを、この相手も見ているだろう。ならば、零戦に格闘戦を仕し掛かけてくる可能性は限りなく低い。だがそれでも源一郎としては他に採とるべき手段が無かった。

　しかし……

「ぐ……う……」

　再び、凄すさまじい重力加速度が全身を襲おそう。

　頭上に見えていた敵機らしい光は――しかし源一郎の予想に反して、零戦の後方に食らいつこうとしていた。

（相当腕うでに自信があるのか？）

　どうも先に墜とした敵機といい……最近のグラマン乗りは零戦に対して恐れること無く格闘戦を仕掛けてくる様に思う。戦せん況きょうは連合国側に有利と囁ささやかれているが、そうした背景を以もって、操縦士まで気が大きくなっているのだろうか。

　いずれにせよ――

（こちらの得意な領域に踏み込んできてくれるのならば、有り難い）

　距離は詰まってきている。

　速度は圧倒的に向こうが上。これは最初から分かっている事だ。

　だが――源一郎には未まだ秘ひ策さくが有った。

　宙返りの頂点手前で、機体を左に傾け、斜ななめ旋回に入る。

　左斜めに機体が横よこ滑すべりし、通常の旋回より遥はるかに小さな半はん径けいでの旋回が可能になるという――いわゆる『左ひねり込み』戦法。実戦で使う操縦士は少ないが、上手く付いてきてくれれば、敵機は源一郎から見て右前方へと滑り出てくる――筈はずだった。

「――なに⁉」

　だが……あろう事か、その敵機の位置は全く変わっていなかった。

　源一郎の無茶とも言うべき機動に、遅すぎず、早すぎず、ぴたりと追つい随ずいして――しかも、源一郎の秘策をあざ笑うかの様に、再び機体の真上に占位してきたのだ。

　優ゆう劣れつを論じるのも愚おろかしい程の……別べつ次じ元げんの性能。

　天蓋硝子の向こう側に、輝かがやく機体が見える――が。

（グラマンじゃ……ない？）

　当初はその輝きが、陽光の反はん射しゃによるものだと思っていた源一郎だが、今は、明らかに違うと分かる。旋回中も後も――角度を変えても、その機体は同じ様子で輝き続けていた。それはつまり、機体そのものが光を発しているという事だ。

　だがそんな戦闘機が存在するのか？

　零戦はおろかグラマンすら玩がん具ぐに見える、この異常な空戦性能は――

「…………アメリカの……新型機……？」

　呆ぼう然ぜんと頭上の相手を見上げる源一郎。

　駄だ目めだ。勝てない。

　そう覚かく悟ごして彼は――救きゅう命めい胴どう衣い越ごしに飛行服の胸元を押さえ、攻撃が来るのを待った。

　殺す者はいつか殺される側に回る……それが道理というものだ。

　だが――

「…………？」

　攻撃が来ない。

　輝く機体は、他に何をするでもなく、しばし源一郎の零戦に寄より添そうかの様に飛び続けて――

「なんだ……？」

　するり、と光の一線が源一郎を――彼の乗る零戦の上を滑っていく。

　照明と呼ぶには弱く、細すぎる。音も無く、撫なでる様に、光は何度か機体の上を往復し、それから唐とう突とつに消えた。

　これは一体何なのか？

　その後――

「――！」

　相手の機体は急激に方向転換。戦闘機としてはあり得ない様な旋回性能を見せて、空の彼方かなたへと飛び去っていた。

　瞬まばたきを一つ二つ、そんな僅かの間に、輝く機体の姿は、完全に消え去っている。

　まるで……その存在自体が幻まぼろしであったかの如ごとくに。

「なんだ……？」

　今のは一体何だったのか。

　見逃してくれたのだろうか？

　否、そもそも敵ではなかった？

　だがそれならば、何な故ぜ――

「いや、そういえば――」

　源一郎は噂うわさに聞いた事があった。

　どこの所属ともしれぬ正体不明の機体が、戦場に現れる――と。

　攻撃してくる訳ではなく、ただ、戦闘機に寄り添う様にしてしばらく飛ぶと、何ど処こかへ去って行くという謎なぞの飛行物体――『幽ゆう霊れい戦闘機』

　あれがそうなのか。

「…………」

　源一郎は機体を水平に戻しながら、大きく息を吐いた。

　どうやら生き延びる事が出来たらしい。

　改めて周囲をよく見回しても……他に機き影えいは見当たらない。

　源一郎は飛行服のポケットから、航空地図と一いっ緒しょに収められている一枚の写真を取り出した。戦争に出てから何度も何度も取り出しては眺ながめているせいで、端はしは既すでにすり切れているが、そこに映うつっている妻さい子しの姿は変わりない。

　源一郎は――一度は、死を覚悟した自分を恥はじた。

「――俺おれは、還る」

　待ってくれている妻子の元へ。

　たとえ卑ひ怯きょう者ものよ、臆おく病びょう者ものよ、と誹そしられようとも。

　たとえ同じ境きょう遇ぐうであろう敵を何機墜とそうとも。

　耐えて。耐えて。耐え抜いて――

「還るんだ」

　自分に言い聞かせる様に――零戦の発動機エンジンが放つ振動と轟ごう音おんに包まれながら、源一郎は繰くり返かえしそう呟いていた。













第一章　遭遇







　左手には、深しん緑りょくに包まれた山の連つらなり。

　右手には、果てし無く広がる碧あおい海原。

　そして頭上には――優しい蒼あおを湛たたえた、大空と白い入にゅう道どう雲ぐも。

　田舎いなかそのものといった、のどかな風景の真ん中を……細い道が一本、貫つらぬいて伸のびている。俺はそこを、急ぎ歩きで実家へと向かっていた。

　日差しは強く、遠くに蝉せみの鳴なき声ごえが聞こえる。

　季節は夏真まっ盛さかりだった。

「将しょうにぃ――」

　俺の背中に聞き慣なれた声が追い縋すがってきた。

「待って、待って、待ってぇ！」

「…………」

　俺は脚あしを止めて振り返る。 ...
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	bc.overflow = 'visible';

	gCurrentPage = 1;
	gProgress = gPosition = 0;
	
	var bi = document.getElementById('book-inner').style;
	bi.marginLeft = '0px';
	bi.marginRight = '0px';
	bi.padding = '0';

	gPageCount = document.body.scrollWidth / window.innerWidth;

	// Adjust the page count to 1 in case the initial bool-columns.clientHeight is less than the height of the screen. We only do this once.2

	if (gClientHeight < (window.innerHeight-kMaxFont)) {
		gPageCount = 1;
	}
}

/**
 * Columnize the document and move to the first page. The position and progress are reset/initialized
 * to 0. This should be the initial pagination request when the document is initially shown.
 */

function paginate()
{	
	// Get the height of the page. We do this only once. In setupBookColumns we compare this
	// value to the height of the window and then decide wether to force the page count to one.
	
	if (gClientHeight == undefined) {
		gClientHeight = document.getElementById('book-columns').clientHeight;
	}
	
	setupBookColumns();
}

/**
 * Paginate the document again and maintain the current progress. This needs to be used when
 * the content view changes size. For example because of orientation changes. The page count
 * and current page are recalculated based on the current progress.
 */

function paginateAndMaintainProgress()
{
	var savedProgress = gProgress;
	setupBookColumns();
	goProgress(savedProgress);
}

/**
 * Update the progress based on the current page and page count. The progress is calculated
 * based on the top left position of the page. So the first page is 0% and the last page is
 * always below 1.0.
 */

function updateProgress()
{
	gProgress = (gCurrentPage - 1.0) / gPageCount;
}

/**
 * Move a page back if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goBack()
{
	if (gCurrentPage > 1)
	{
		gCurrentPage--;
		gPosition -= window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move a page forward if possible. The position, progress and page count are updated accordingly.
 */

function goForward()
{
	if (gCurrentPage < gPageCount)
	{
		gCurrentPage++;
		gPosition += window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Move directly to a page. Remember that there are no real page numbers in a reflowed
 * EPUB document. Use this only in the context of the current document.
 */

function goPage(pageNumber)
{
	if (pageNumber > 0 && pageNumber <= gPageCount)
	{
		gCurrentPage = pageNumber;
		gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
		window.scrollTo(gPosition, 0);
		updateProgress();
	}
}

/**
 * Go the the page with respect to progress. Assume everything has been setup.
 */

function goProgress(progress)
{
	progress += 0.0001;
	
	var progressPerPage = 1.0 / gPageCount;
	var newPage = 0;
	
	for (var page = 0; page < gPageCount; page++) {
		var low = page * progressPerPage;
		var high = low + progressPerPage;
		if (progress >= low && progress < high) {
			newPage = page;
			break;
		}
	}
		
	gCurrentPage = newPage + 1;
	gPosition = (gCurrentPage - 1) * window.innerWidth;
	window.scrollTo(gPosition, 0);
	updateProgress();		
}

//Set font family
function setFontFamily(newFont) {
	document.body.style.fontFamily = newFont + " !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets font size to a relative size
function setFontSize(toSize) {
	document.getElementById('book-inner').style.fontSize = toSize + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Sets line height relative to font size
function setLineHeight(toHeight) {
	document.getElementById('book-inner').style.lineHeight = toHeight + "em !important";
	paginateAndMaintainProgress();
}

//Enables night reading mode
function enableNightReading() {
	document.body.style.backgroundColor = "#000000";
	var theDiv = document.getElementById('book-inner');
	theDiv.style.color = "#ffffff";
	
	var anchorTags;
	anchorTags = theDiv.getElementsByTagName('a');
	
	for (var i = 0; i < anchorTags.length; i++) {
		anchorTags[i].style.color = "#ffffff";
	}
}



